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コウジカピ Aspergillus oryzae のグルコース脱水素酵素(以下 GDH) は 1937年小倉によって発見さ






GDH が誘導的に生成されること，更に培地に EDTA とうの金属キレーターをキノンと共に添加す
るとカピの菌体中の GDH の生成がいちじるしく増大するとともに培地中へも放出されることを示し
た。ハイドロキノン及び EDTA 存在下で培養した菌体から GDH を精製し，ほぼ均一な酵素標品を
うることができた。乙の酵素はク勺レコース， マンノース及びヘキソサミンを含み， FAD を補欠分子














朴君は A.oryzae によるこの酵素の生産が p-ベンゾキノンおよびハイドロキノン添加培地中ではい
ちじるしく増大すること， 乙の誘導が EDTA などの金属キレート剤の共存によってさらに促進され
ることを見出した。このようにしてク勺レコース脱水素含有のきわめて高い菌体を得ることが可能にな
ったので，それからこの酵素を精製し，超遠心的にも電気泳動的にも均一な精製酵素を得ることがで
きた。このものは，従来考えられていたのと異なり， 1 分子中に 1 個の FAD を含むフラビン蛋白
で，分子量 118 ， 000 である。また約28%の糖を含む口
朴君はさらにこの酵素がグノレコース，キシロース，マンノース，フノレクトース (活性比 100 : 13 : 
4 : 7) のみを水素供与体とし，ある粧の酸化還元色素，キノンおよびキノンイミンを水素受容体と
することを見出した。またグノレコースは酵素蛋白のイミダゾーノレ基と結合し，その状態でフラビンを
還元すること，グノレコ{スに対するミハエリス定数が受容体の種類によって大巾に異なることは受容
体との反応速度の大小によることなどの点を明らかにした。また，この酵素の天然の受容体として 3-
ハイドロキシアントラニーノレ酸またはプロトカテキュ酸などの生理的物質のキノンイミン型あるいは
キノン型がはたらいている可能性を指摘した。
以上のように，朴君の業績はわが国で発見され長年忘れられていた A.oryzae のグルコース脱水素
酵素を最新の酵素化学的研究法を適用してその本性，反応機作，生理的役割などを系統的に明らかに
したものであり，かっその途次において，ベンゾキノンによる酵素生産の誘導などの興味ある知見を
得ている口よって朴君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める口
円。円。
